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コース前方曲率に応じた
自動回生ブレーキ制御の競技用EVへの適用検討
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大幅な軽量化のため
バッテリ重量(容量)を削減

ブレーキ頻度を抑え
制御によって十分な減速

𝐺𝐺𝐺𝐺:前後加速度指令値
𝐺𝐺𝐺𝐺:横加速度
̇𝐺𝐺𝐺𝐺:横加加速度

𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶:ゲイン
Ts:時定数の一次遅れ

制御則
研究目的 G-Vectoring Control

回生エネルギ取得の効率向上
容量削減が実現！

G-Vectoring Control を適用
減速制御：自動回生ブレーキ
加速制御：加速アシスト

最適な制御量の組み合わせを検討

コーナーイン コーナーアウト定常旋回

横加速度

前後加速度

ステア操作

タイムUP⤴

回生UP⤴

減速制御

加速制御
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コースレイアウト

【ゲイン一定】3仕様
【ゲイン可変】16仕様

【Without GVC】制御なし

実験仕様

コーナーの曲率半径に応じて
リアルタイムに制御量を変更可能に

→計20仕様の結果を比較考察

曲率半径を3水準に分割
それぞれにゲインを設定

R5以下…シケイン，スラローム
R5～R10…S字，複合コーナー
R10以上…S字，緩やかなコーナー

カートでの競技経験のある3名
実験前に全ての被験者から
インフォームド・コンセントを認許

被験者

ドライビングシミュレータ
・6軸モーション型
・フルヴィークルモデル搭載
車両諸元を入力することで
6自由度の運動の変位を算出
(ロール・ピッチ・ヨー・
前後加速度・横加速度・上下加速度)



2021年春季大会 第2回学生ポスターセッション 公益社団法人自動車技術会 3

神奈川工科大学 渡邊久葉
s2184005@cco.kanagawa-it.ac.jp

GVCによるエネルギ収支

ゲイン一定 可変(減速>加速)可変(加速＞減速)

減速ゲインの効果(大)ラップタイム

24秒短縮
ゲイン一定

ゲイン可変

Without GVC

加速ゲインの効果(大)

これらの両立を行うには
コーナーの曲率半径に応じたゲイン可変制御が有効

R5以下：減速ゲイン>加速ゲイン
R10以上：減速ゲイン＜加速ゲイン

バッテリ容量が半分(前車両比)になっても完走可能に
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